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一

一
、
は
じ
め
に

　

幕
末
の
国
学
者
萩
原
広
道
の

�
消
息
二
八
通
が
、
総
合
図
書
館
に
蔵

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
方
は
周
防
天
満
宮
の
神
官
鈴
木
高
鞆

�
に
宛
て

た
も
の
で
、
凡
そ
嘉
永
元
年
か
ら
万
延
元
年
の
間
に
認
め
た
と
思
わ
れ
る
。
嘉
永
元
年

以
後
と
云
え
ば
、
広
道
が
備
前
藩
を
脱
し
（
弘
化
二
年
）
て
大
阪
に
住
む
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
の
事
に
係
り
、
窮
乏
に
堪
え
乍
ら
も
本
領
を
発
揮
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ
れ

ら
消
息
に
も
そ
れ
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
広
道
は
細
や
か
な
手
紙
を
書
い
た
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ピ
ー
ク
に
達
し

実
に
多
彩
な
内
容
を
繰
り
拡
げ
る
の
で
あ
る
。
歌
論
、
学
問
論
を
は
じ
め
著
作
、
出
版

の
事
情
か
ら
経
済
、
政
治
向
き
の
意
見
ま
で
広
汎
に
亘
る
。
と
り
分
け
そ
の
動
静
を
記

し
、
或
は
論
評
を
加
え
て
取
り
上
げ
た
人
物
は
多
数
に
上
り
、
興
味
尽
き
な
い
も
の
が

あ
る
。

　

消
息
は
、
そ
の
形
式
に
於
て
も
変
化
の
相
を
見
せ
て
い
る
。
糊
口
を
凌
ぐ
手
段
と
し

て
、
広
道
が
版
下
書
き
を
内
職
に
し
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
が
、
彼
が
能
筆
で
あ
っ
た

こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。
殊
に
細
字
に
巧
み
で
多
く
は
鋭
く
、
時
に
素
直
で
愛
す
べ
き
字

を
書
き
、
そ
し
て
時
に
圭
角
を
留
め
る
こ
と
も
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
左
書
き
の
二

通
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
晩
年
中
風
を
病
ん
で
右
手
の
自
由
が
利
か
ず
、
左

手
に
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
短
冊
に
は
偶
に
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、
消
息
は

（
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珍
し
い
。
嘗
て
井
上
通
泰
は
、
拙
い
字
と
評
し
た
け
れ
ど
も
、
じ
っ
く
り
眺
め
れ
ば
彷

彿
と
し
て
其
の
折
の
模
様
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

い
ま
一
つ
注
意
す
べ
き
は
花
押
で
あ
る
。
消
息
中
の
五
通
に
そ
れ
が
見
え
る
。
孰
れ

も
意
識
的
に
別
の
様
式
を
試
み
た
よ
う
で
、
相
互
に
違
い
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
後
の

一
通
は
左
書
き
の
花
押
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
度

い
。

　

今
回
は
、
所
蔵
中
の
三
通
を
選
び
翻
刻
（
第
一
、
第
二
、
第
三
消
息
）
す
る
こ
と
に

し
た
。
改
め
て
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
公
刊
さ
れ
た
消
息
と
し
て
井
上
通
泰

編
『
萩
原
広
道
消
息
』、『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
中
の
も
の
、
そ
し
て
一
日
会
編

『
萩
原
廣
道
書
翰
』
等
が
あ
り
、
総
合
図
書
館
蔵
の
消
息
は
、
新
し
く
付
け
加
え
る
こ

と
に
な
る
。

　

な
お
、
関
西
大
学
図
書
館�
手
紙
を
読
む
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

森
川　

彰
、
大
国
克
子
、
池
尻
孝
子
、
大
塚
千
歳
、
長
谷
章
子
、

　
　
　
　

八
尾
奈
緒
美
、
田
中
純
子
、
福
井
智
佳
子
、
鵜
飼
香
織　
（
担
当　

森
川
）

二
、
翻　

刻

　

翻
刻
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
領
に
従
っ
た
。

・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

・
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
片
仮
名
及
び
平
仮
名
を
用
い
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

・
踊
り
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

・
本
文
に
は
読
点
を
施
し
た
。

・
本
文
の
字
数
、
行
数
は
原
形
に
従
っ
た
。

・
朱
筆
を
用
い
た
箇
処
は
、「（
朱
）」
と
付
し
た
。

・
□
は
判
読
不
明
を
示
す
。

・
追
而
書
は
二
字
下
げ
と
し
た
。�

関
西
大
学
所
蔵

萩
原
広
道
の
消
息

関
西
大
学
図
書
館　

手
紙
を
読
む
会

�
�
�
�
�



関西大学所蔵�萩原広道の消息

二

〔第一消息の巻頭部分〕

〔第二消息の末尾部分〕
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三

﹇
第
一
消
息
（
嘉
永
元
年
正
月
廿
三
日
）﹈
一
六
・
七
×
七
〇
・
九
糎

　
　
　
（
端
裏
書
）
鈴
木
様　

萩
原

客
冬
十
月
十
五
日
御
発
出
之
華
翰
、
本
月

廿
日
書
林
秋
田
屋
太
右
衛
門�
相
達
、
辱
拝
見

仕
候
、
先
以
新
春
之
佳
慶
、
不
可
有
尽
期
御
坐
候
、

益
御
康
健
御
超
歳
被
成
、
抃
賀
之
至
奉
存
候
、

如
来
教
、
未
拝
顔
不
仕
候
処
、
虚
名
御
高
聞

之
由
ニ
而
遥
々
御
芳
訊
被
下
、
汗
背
之
至
奉
存
候
、

併
御
高
志
之
段
千
万
辱
拝
謝
仕
候
、
扨
今
般

鰒
玉
集
様
之
物
御
編
集
、
広
島
書
林
へ
御
遣
し

御
上
梓
被
成
候
ニ
付
、
愚
詠
御
差
加
へ
可
被
下
段
、
被
為
入

御
念
御
示
し
被
下
夫
々
承
知
仕
候
、
決
而
申
分
ハ

無
御
坐
候
ヘ
と
も
、
呉
々
汗
顔
之
至
奉
存
候
、
尤
頃
日
中

紀
州
長
沢
伴
雄
、
鴨
川
集
と
申
物
編
輯
仕
候
と
て
、

愚
哥
差
出
候
様
ニ
と
申
越
候
間
、
百
首
斗
遣
し
申
候
、

其
中
へ
入
候
哥
聢
と
ハ
不
覚
候
へ
と
も
、
二
三
首
御
坐
候
歟
、

其
分
朱
印
仕
置
候
間
、
可
相
成
ハ
御
略
キ
可
被
下
候
、

是
又
此
上
ニ
も
愚
詠
可
差
出
様
被
仰
下
、
承
知
仕
候
、

併
最
早
御
紙
面
御
発
之
刻�
ハ
、
余
程
月
日
相
過
候
事
故
、

如
何
哉
と
ハ
奉
存
候
ヘ
と
も
、
旧
作
近
作
少
々
相
記
し

さ
し
上
申
候
、
此
中
ニ
も
長
沢
へ
遣
候
哥
も
、
若
有
之
候
哉
、

手
扣
な
と
も
無
御
坐
候
へ
ハ
、
慥
ニ
ハ
不
存
候
ヘ
と
も
、
大
方
ハ

か
し
こ
へ
遣
候
分
ハ
、
除
キ
申
つ
も
り
ニ
御
坐
候
、
尤
此
内

御
撰
被
下
、
唯
四
五
首
ニ
て
も
御
差
加
へ
可
被
下
候
、
別
ニ

根
岸
條
子
と
記
し
候
哥
、
少
々
書
付
置
申
候
、
是
は

備
前
之
旧
友
根
岸
兵
弥
と
申
者
之
女
弟
ニ
て

御
坐
候
、
哥
ニ
執
心
仕
候
而
、
小
生
社
中
ニ
て
は
、
女
流
之
内

第
一
之
様
ニ
相
見
え
居
申
候
処
、
一
昨
冬
あ
へ
な
く
死
去
仕
候
、

右
ニ
付
、
今
般
之
御
撰
ニ
何
卒
一
二
首
に
て
も
御
加
へ

被
下
候
ハ
ヽ
、
可
為
本
懐
奉
希
候
、
此
義
ハ
偏
ニ
御
頼

申
上
候
、
扨
又
此
表
ニ
て
、
友
人
な
と
可
然
者
之
哥

御
望
ニ
候
由
、
是
又
承
知
仕
候
、
併
い
つ
れ
も
火
急
ニ
ハ

難
調
御
坐
候
上
、
十
月
後
よ
ほ
と
隙
取
候
事
故

自
然
御
撰
相
済
候
ハ
ヽ
、
折
角
差
上
候
て
も
御
不
用
と

奉
存
候
ニ
付
、
一
応
相
伺
申
候
、
も
し
未
相
済
不
申
候
ハ
ヽ
、

急
便
可
被
仰
下
候
、
西
田
直
養
、
小
林
大
茂
、

村
田
嘉
言
、
佐
々
木
春
夫
な
と
、
其
外
も
四
五
輩

取
あ
つ
め
さ
し
上
可
申
候
、
此
段
左
様
御
承
知

可
被
下
候
、
○
拙
著
係
辞
弁
と
申
も
の
御
覧
被
下
候
由
、

御
甘
心
之
旨
被
仰
下
、
慙
愧
仕
候
、
○
大
畑
年
之
助
事

広
嶋
ニ
て
御
出
会
、
尓
後
貴
宅
へ
罷
出
候
由
、
承
知
仕
候
、

仰
之
通
、
長
崎
辺
へ
参
候
と
て
去
年
七
月
、
広
島�

文
通
仕
候
而
已
ニ
て
、
今
以
左
右
承
不
申
候
、
い
か
ゝ
致
候
哉
と

不
審
ニ
存
居
申
候
処
、
さ
て
ハ
未
御
近
辺
へ
も
不
帰
候
哉
、

尓
後
も
し
罷
出
候
ハ
ヽ
、
宜
様
御
致
声
奉
頼
候
、

同
人
ニ
ハ
色
々
用
事
も
御
坐
候
へ
と
も
、
所
在
不
分
明
候
故

打
捨
置
申
候
、
此
段
も
御
伝
被
下
、
急
々
一
左
右
致
呉
候

や
う
、
御
申
伝
可
被
下
候
、
奉
頼
候
、
○
書
状
秋
田
屋
方
へ

差
出
候
様
被
仰
下
、
承
知
仕
候
へ
と
も
、
貴
翰
殊
外

遅
着
仕
候
ニ
て
相
考
候
へ
ハ
、
又
々
遅
引
之
程
難
斗

御
坐
候
ニ
付
、
堂
嶋
飛
脚
便
ニ
さ
し
上
申
候
、
尓
後
若

火
急
之
御
用
も
御
坐
候
ハ
ヽ
、
何
卒
飛
脚
屋
へ
御
出
し

可
被
下
候
、
商
家
之
便
ハ
毎
々
遅
引
ニ
及
候
事
ニ
而
、

何
之
間
ニ
も
合
か
ね
申
候
、
此
段
御
承
知
可
被
下
候
、



○
当
春
ハ
、
御
上
坂
も
可
被
成
哉
之
由
、
左
候
ハ
ヽ
不
遠

拝
顔
可
仕
と
奉
存
候
、
拙
生
寓
居
之
地
ハ
、
大
坂
之
北

北
野
村
と
申
処
ニ
て
、
梅
塚
天
神
と
申
寺
之
横
町

に
て
御
坐
候
、
御
状
な
と
被
下
候
ハ
ヽ
、
堀
川
戎
宮
神
主

松
岸
左
京
と
申
方
御
当
ニ
て
、
御
出
し
可
被
下
候
、
品
ニ
寄

小
生
ハ
、
当
春
転
居
仕
候
ほ
と
も
無
覚
束
御
坐
候
間
、
此
段

御
承
知
可
被
下
候
、
○
別
帋
壱
封
、
貴
辺
よ
り
御
便
利

之
処
ニ
御
坐
候
ハ
ヽ
、
御
達
し
可
被
下
奉
頼
候
、
尤
便
宜

あ
し
く
御
坐
候
ハ
ヽ
、
決
而
態
々
御
達
し
被
下
候
ニ
ハ
、
及
不
申
候
、

重
便
御
返
し
可
被
下
候
、
貴
国
之
地
理
不
案
内
故
、

甚
押
付
か
ま
し
く
御
坐
候
へ
と
も
、
卒
尓
ニ
御
頼
申
上
候
、

此
段
御
用
捨
可
被
下
候
、
黒
川
村
ハ
、
西
国
往
来
小
郡�

一
里
余
り
あ
り
、
と
か
承
申
候
、
○
書
外
色
々
申
上
度
事
も

御
坐
候
へ
と
も
、
先
貴
答
迄
如
此
御
坐
候
、
余
寒
随
分

御
保
護
専
要
奉
祈
候
、　

恐
惶
謹
言

　
　
　

正
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
鹿
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
道

　
　
　

鈴
木
武
雄
様

　
　
　
　
　
　

案
下

　
　

尚
々
、
急
書
乱
筆
御
容
免
可
被
下
候
、
以
上

﹇
第
二
消
息
（
嘉
永
元
年
三
月
廿
一
日
）﹈
一
六
・
二
×
一
二
二
・
二
糎

　
　
　
（
端
裏
書
）
鈴
木
様　

萩
原

　
　

尊
大
人
御
年
賀
之
哥
さ
し
上
候
様
認
置
候

　
　

へ
と
も
、
今
便
間
ニ
合
か
ね
申
候
、
後
音
ま
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
免
可
被
下
候
、（
朱
）

二
月
廿
五
日
之
芳
墨
、
本
月
廿
日
相
達
し
、
忝
拝
見

仕
候
、
春
暖
之
節
御
坐
候
処
、
益
御
多
祥
被
為
在
候
段

奉
賀
候
、
扨
、
拙
生
如
旧
消
光
仕
候
、
乍
憚
御
放
念
可
被
下
候
、

扨
被
仰
下
候
事
と
も
、
夫
々
承
知
仕
候
、
玉
石
集
御
撰

定
之
義
ニ
付
、
数
条
被
命
候
事
、
早
速
相
果
し
可
申
候
、

紀
州
伴
雄
ヘ
ハ
即
今
日
手
帋
出
し
、
御
存
旨
之
旨
申
通
候
、

西
田
へ
も
早
速
通
し
可
申
候
、
小
林
大
茂
事
ハ
頃
日
国
勝
手

被
申
付
、
不
日
ニ
引
取
候
と
て
、
殊
外
多
忙
之
由
承
候
、
是
は

急
ニ
ハ
む
つ
か
し
く
御
坐
候
間
、
二
篇
御
撰
之
節
迄
、
御
延
し

可
被
下
候
、
御
企
之
よ
し
ヲ
ハ
申
通
し
置
へ
く
候
、
村
田
嘉
言
、

佐
々
木
春
夫
ハ
茅
屋
よ
り
殊
外
遠
方
故
、
度
々
も
出
合

不
申
、
即
日
ニ
ハ
得
果
し
不
申
候
間
、
近
々
相
通
候
而
返
答

可
承
候
、
左
様
ニ
御
承
知
可
被
下
候
、
野
々
口
隆
正
へ
被
遣
候

哥
、
是
又
早
速
通
し
可
申
候
、
但
彼
翁
、
天
性
怠
惰
之
人

之
上
、
殊
外
多
忙
と
聞
え
、
し
ハ��
尋
遣
候
事
も
、
毎
々
夫
成
ニ

な
り
か
ち
ニ
御
坐
候
間
、
一
定
返
答
致
候
事
、
無
覚
束
御
坐
候
、

此
段
ハ
野
生
の
怠
ニ
ハ
無
御
坐
候
間
、
御
含
置
可
被
下
候
、

○
直
養
哥
、
都
大
路
之
事
、
貴
説
之
通
な
る
へ
く
と
相
考
申
候
、

例
証
そ
ら
ニ
ハ
覚
居
不
申
候
、
さ
る
へ
き
書
籍
も
無
御
坐
候
故
、

急
之
御
答
ニ
不
能
候
、
直
養
ヘ
ハ
申
遣
し
置
候
、
旅
路
も
同
断

な
る
へ
く
、
星
つ�
ハ
き
ハ
め
て
ひ
か
こ
と�
存
申
候
、
さ
れ
と
も
、
春
夫

も
此
位
の
事
ハ
存
居
可
申
候
、
夕
つ�
の
書
損
ニ
や
、
返
々
不
審
ニ

御
坐
候
、
猶
又
申
達
し
試
可
申
候
、
扨
近
世
之
哥
ハ
い
み
し
く

聞
え
候
人
々
の
ニ
も
、
彼
是
可
申�
節�
相
見
え
候
上
、
は
や
り
か
な
る

フ
シ

初
学
輩
は
、
ひ
か
事
ニ
ひ
か
事
を
重
ね
た
る
も
、
見
え
申
候
故
、

関西大学所蔵�萩原広道の消息

四



図書館フォーラム第６号（２００１）

五

野
生
も
玉
あ
ら
れ
ニ
效
ひ
候
而
、
さ
よ
し
く
れ
又
お
と
た
て�

い
き
た
な
き
学
の
窓
を
お
と
ろ
か
さ
ハ
や
、
と
申
哥
を
端
ニ
書
、

さ
よ
し
く
れ
と
申
物
を
抄
書
い
た
し
、
此
節
上
木
為
致
居
申
候
、

事
々
敷
様
ニ
相
聞
え
、
傍
痛
く
と
思
召
候
半
な
れ
と
も
、
不
得
止
事

し
わ
さ
ニ
御
坐
候
、
発
行
之
節
、
御
披
見
御
批
評
可
被
下
候
、
尊
方
ニ
も

右
様
之
筋
、
何
角
御
著
述
之
物
御
坐
候
よ
し
、
先
以
祝
着

仕
、
甚
ゆ
か
し
く
奉
存
候
間
、
近
藤
氏�
返
し
来
候
ハ
ヽ
、
早
々

拝
見
蒙
愚
を
発
明
仕
度
候
、
呉
々
奉
頼
候
、
近
藤
氏

寄
居
哥
談
初
二
篇
、
一
閲
仕
候
、
書
林
秋
田
屋
よ
り
野
生
�方
�
�ニ
�
�も
�

何
ぞ
出
し
候
様
申
来
居
申
候
、
追
々
何
そ
遣
し
、
同
氏
ニ
も

知
音
ニ
な
り
度
と
存
居
候
へ
と
も
、
雑
務
多
忙
ニ
而
未
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
段
再
四
相
考
候
ニ
、
甚
非
礼
恐
入
候
へ
と
も
、
昨
今
甚

遣
し
不
申
候
、
○
乍
序
申
上
試
候
、
今
般
玉
石
集
御
撰
ニ
付
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
忙
之
処
、
御
大
儀
俄
ニ
発
し
候
故
、
得
削
り
不
申
、
返
々

右
哥
詞
と
も
御
詰
難
之
義
至
極
御
尤
ニ
奉
存
候
、
併
惣
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
賞
覧
可
被
下
候
、（
朱
）

世
上
有
名
家
と
申
者
を
見
わ
た
し
候
ニ
、
忠
告
し
て
歓
ふ
者
ハ

稀
な
る
様
ニ
相
見
え
候
ヘ
ハ
、
御
手
元
ニ
而
、
ひ
か
事
の
分
御
捨
被
成
候
而
、

さ
し
つ
け
先
方
へ
御
尋
被
成
候
事
ハ
、
暫
時
御
見
合
ニ
て
ハ
如
何
と

相
考
申
候
、
就
中
、
都
会
之
人
気
ハ
う
ハ
へ
斗
ほ
め
合
て
、

さ
り
け
な
く
過
し
候
体
之
人
多
く
、
た
ま��
病
ニ
い
ひ
中
テ

た
る
事
も
御
坐
候
ヘ
ハ
、
猜
忌
を
招
く
媒
と
も
相
成
可
申
、
左
候
ハ
ヽ
、

向
来
事
ニ
触
故
障
多
キ
事
も
、
必
可
有
之
哉
と
奉
存
候
、

但
し
直
養
、
春
夫
な
と
ハ
、
決
而
左
様
之
人
物
ニ
ハ
無
御
坐
候

ヘ
と
も
、
し
ハ��
何
方
へ
も
御
詰
問
被
成
候
ハ
ヽ
、
妙
な
ら
ぬ
事
も

御
坐
候
半
哉
と
奉
存
候
、
此
段
甚
以
申
上
か
ね
候
へ
と
も
、
御
心
易

被
仰
下
候
事
故
、
忠
告
仕
候
、
呉
々
御
用
捨
可
被
下
候
、
か
の
譏
事
に

似
た
り
と
か
申
や
う
な
る
筋
ニ
て
、
思
召
は
か
り
兼
候
へ
と
も
、
申
上
試
候
、

拙
生
な
と
も
、
国
元
ニ
居
申
候
内
ハ
討
論
を
好
候
而
、
京
摂
へ
出
候
砌
も
、

彼
是
研
究
之
義
ニ
付
、
舌
論
な
と
致
候
処
、
大
ニ
土
風
ニ
不
叶

と
て
、
諸
友
処
々
諫
候
故
漸
々
閉
口
仕
、
近
来
ハ
唯
は
り
ぬ
き

人
形
の
如
く
な
る
体
ニ
て
居
申
候
、
定
而
い
ふ
か
ひ
な
く
被
思
召
候

は
ん
と
、
慚
愧
仕
候
へ
と
も
、
心
を
し
ら
ぬ
人
ニ
向
ひ
て
討
論
致
候
ハ
、

度
々
災
之
端
を
引
出
候
事
故
、
唯
一
二
之
知
己
を
待
斗
ニ
御
坐
候
、

情
態
御
憐
察
可
被
下
候
、
但
し
拙
生
抔
ハ
、
ヤ
ハ
リ
元
之
田
舎
児
ニ

御
坐
候
間
、
向
来
思
ひ
た
け
御
揉
被
下
度
候
、
下
聞
を
恥
諫
争
を
防
候

様
な
る
事
ニ
て
は
、
大
業
ハ
成
就
致
間
敷
義
ニ
御
坐
候
へ
は
、
格
別
ニ

御
頼
申
上
置
候
、
扨
此
一
条
ハ
、
極
密
之
内
啓
ニ
候
間
、
御
他
言
決
而

御
無
用
ニ
御
坐
候
、
愚
翰
も
御
覧
後
御
投
火
可
被
下
候
、
唯
々

此
等
之
御
用
意
御
坐
候
ハ
ヽ
、
幸
甚
た
る
へ
く
と
奉
存
候
而
已
、
死
罪
、

○
長
沢
へ
被
遣
候
玉
吟
数
首
拝
見
、
い
つ
れ
も
金
玉
歎
服
仕
候
、

重
便
も
御
坐
候
ハ
ヽ
、
御
短
尺
拾
葉
斗
、
御
認
被
下
間
敷
候
哉
、
同
好

之
者
ニ
も
相
示
し
申
度
候
、
○
先
頃
任
仰
、
拙
作
少
々
認
上
候
処
、

預
過
当
之
御
賞
誉
、
痛
却
仕
候
、
定
而
ひ
か
こ
と
多
く

可
有
之
候
間
、
無
御
遠
慮
、
御
添
削
可
被
下
候
、
扨
又

尊
大
人
御
年
賀
ニ
付
、
拙
作
指
上
候
様
被
仰
下
、
承
知
仕
候
、

如
来
教
、
年
賀
之
哥
ニ
ハ
、
大
ニ
こ
ま
り
申
候
処
、
春
の
比
ハ

殊
外
多
く
乞
候
人
御
坐
候
而
迷
惑
ニ
付
、
知
識
之
外
ヘ
ハ
、
一
切

断
候
と
申
定
ニ
仕
置
候
へ
と
も
、
格
別
御
懇
意
被
仰
下
候
故
、

不
顧
拙
悪
、
呈
上
仕
候
、
宜
御
斧
正
可
被
下
候
、
○
佐
波
之

藻
芥
と
申
御
随
筆
御
坐
候
よ
し
、
是
又
ゆ
か
し
く
奉
存
候
、

追
々
拝
見
奉
希
候
、
何
分
ニ
も
遠
路
ニ
て
往
来
不
都
合
、

遺
憾
之
至
ニ
御
坐
候
、
爰
元
ニ
も
、
少
々
入
御
覧
度
も
の
御
坐
候
へ
共
、

草
本
一
部
宛
之
外
、
無
御
坐
候
故
、
得
さ
し
上
不
申
候
、
御
上
坂
之
節
、

御
批
判
奉
願
度
候
、
○
黒
川
村
山
下
玄
逸
へ
之
手
帋

御
届
被
下
候
由
、
御
役
介
之
至
ニ
奉
存
候
、
同
人
事
先
年�

当
地
吉
益
掃
部
方
へ
逗
留
、
医
学
執
行
仕
居
申
候
、
掃
部
息
子

（
汚
れ
）



主
税
同
道
ニ
而
茅
屋
ヘ
参
、
哥
を
よ
ミ
か
け
申
候
処
、
急
ニ
宿
元�

呼
ニ
来
候
よ
し
申
、
帰
り
申
候
、
よ
く
ハ
出
来
不
申
候
へ
と
も
、
志
ハ
厚
く

見
受
申
候
、
帰
郷
之
後
ハ
、
近
所
ニ
友
人
な
と
無
御
坐
候
ハ
ヽ
、

さ
そ
打
捨
申
候
哉
と
覚
申
候
、
貴
郷�
も
よ
ほ
と
隔
り
居
申
候

様
子
承
候
へ
と
も
、
も
し
や
御
出
会
之
事
も
御
坐
候
ハ
ヽ
、
可
然
御
教
示

可
被
下
候
、
と
に
か
く
に
、
爰
元
よ
り
ハ
遠
路
ニ
て
、
不
便
利
ニ
御
坐
候
、

此
段
無
急
度
、
御
頼
申
置
候
、
○
大
畑
年
之
助
事

承
知
仕
候
、
殊
外
長
逗
留
、
何
を
致
居
候
哉
、
併
う
ら
や
ま
し
き

事
ニ
御
坐
候
、
小
生
も
西
遊
之
志
御
坐
候
へ
と
も
、
貧�
ニ
縛

せ
ら
れ
、
身
し
ろ
き
も
得
不
仕
、
扨
々
迷
惑
仕
居
申
候
、
随
而
、

あ
ま
り
御
な
れ��
敷
候
へ
と
も
、
御
頼
申
上
度
義
一
事
御
坐
候
、

其
義
ハ
近
来
、
諸
国
名
所
図
会
と
申
物
、
俗
本
ニ
而
出
来
、

殊
外
は
や
り
候
ニ
付
、
西
海
道
名
所
図
会
も
あ
ら
ハ
、
と
申

書
肆
も
御
坐
候
よ
し
、
品
ニ
寄
請
負
之
撰
述
可
仕
歟
、
と
も

存
居
申
候
へ
と
も
、
は
る��
一
見
ニ
下
候
と
も
、
委
曲
之
義
ハ
相
知
申

間
敷
、
且
雑
費
な
と
か�
り
候
而
ハ
迷
惑
之
義
故
、
見
合
居
申
候
、

併
備
後
辺
ま
て
ハ
、
所
々
ニ
知
己
之
者
も
御
坐
候
へ
ハ
、
随
分
居

な
か
ら
ニ
も
出
来
可
仕
、
安
芸
ニ
ハ
所
縁
無
御
坐
候
へ
と
も
、
厳
島

名
所
図
会
様
の
も
の
引
合
セ
候
ハ
ヽ
、
随
分
か
な
り
ニ
ハ
知
れ
可
申
歟
、

御
国
よ
り
赤
間
迄
ハ
、
一
向
手
寄
無
御
坐
候
、
依
之
尊
兄
ニ
ハ

定
而
御
考
も
可
有
之
、
且
御
国
之
名
所
古
跡
記
し
候
書
も
、

沢
山
ニ
可
有
御
坐
候
へ
ハ
、
其
書
と
も
御
探
索
被
遣
、
且
誰
ニ
て
も

好
事
之
画
人
ニ
御
誂
へ
、
画
図
を
御
か�
せ
被
下
候
様
之
事
ハ
、
相
成

申
間
敷
候
哉
、
尤
通
俗
之
も
の
故
、
研
究
ハ
大
抵
ニ
て
宜
候
、

海
陸
二
道
ニ
触
候
所
々
斗
ニ
而
、
宜
御
坐
候
、
此
挙
ハ
畢
竟

利
の
為
ニ
撰
候
位
之
も
の
故
、
俗
ニ
名
高
き
方
、
又
ハ
奇
事

怪
談
な
と
の
方
を
集
候
方
を
、
む
ね
と
仕
候
つ
も
り
也
、
利
の
為
ニ

書
ヲ
編
候
と
申
事
、
呉
々
汗
顔
之
至
ニ
御
坐
候
へ
と
も
、
困
乏
ニ
て

愚
存
之
書
開
板
仕
候
事
た
に
不
相
成
、
憤
慨
仕
罷
在
候
事
故
、

先
通
俗
之
物
ニ
て
、
其
等
之
階
梯
ニ
仕
候
心
得
ニ
御
坐
候
、
此
段

呉
々
御
憐
察
被
下
、
可
相
成
ハ
御
考
被
下
度
候
、
但
し
急
度

書
林
へ
申
談
候
事
ニ
而
ハ
無
御
坐
、
仕
方
さ
へ
相
分
候
ハ
ヽ
、
先
赤
間

迄
を
上
編
と
し
て
綴
り
申
、
其
後
ハ
そ
れ
を
名
と
し
て
、

西
遊
も
仕
度
考
ニ
御
坐
候
、
返
々
浮
薄
之
御
相
談
ニ
御
坐
候
へ
と
も
、

御
頼
申
上
度
候
、
○
当
春
、
御
上
来
も
可
有
御
坐
候
処
、
御
著
書

等
ニ
て
冬
ニ
成
候
よ
し
、
其
節
ハ
必
御
訪
来
可
被
下
候
、
小
生
も

寓
居
之
地
相
転
し
、
当
月
初�
高
麗
橋
二
町
目
、

堺
筋
西
へ
入
北
側
へ
移
住
仕
候
、
尓
後
御
状
等
被
下
候
ハ
ヽ
、

右
処
御
当
可
被
下
候
、
書
余
色
々
申
上
度
候
へ
と
も
、
短
筆

難
尽
省
略
仕
候
、
猶
又
重
便
可
申
上
候
、
先
ハ
貴
答
迄

如
此
御
坐
候
、
草
々
不
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
広
道

　
　
　

三
月
廿
一
日
認　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　

鈴
木
賢
詞
契

　
　
　
　
　
　
　

玉
案
下

　
　

尚
々
、
時
気
折
角
御
自
愛
専
要
奉
祈
候
、
浪
花
人

　
　

御
知
音
之
よ
し
、
森
熊
夫
、
高
山
維
文
、
是
ハ
一
向
承
不
申
候
、

　
　

其
外
ハ
随
分
存
知
罷
在
候
、
近
来
ハ
京
攝
も
さ
し
た
る
人
物

　
　

無
御
坐
様
子
、
ま
し
て
浪
花
ハ
御
存
之
俗
地
、
頓
と
埒
明
不
申
候
、

　
　

去
秋�
桜
靱
負
東
雄
と
申
常
陸
浪
人
、
参
り
居
申
候
、

　
　

本
学
唱
へ
居
申
候
、
一
両
度
出
会
仕
候
へ
と
も
、
学
業
之
事
ハ

　
　

委
敷
承
不
申
、
人
物
ハ
堅
固
之
質
朴
家
ニ
而
、
甚
以

　
　

殊
勝
ニ
見
へ
申
候
、
追
々
相
咄
可
申
と
存
居
申
候
、
貴
国

　
　

御
近
辺
人
物
、
如
何
御
坐
候
哉
、
嘸
々
篤
厚
之
人
も
可
有
之
と

　
　

奉
察
候
、
御
序
ニ
少
々
承
度
奉
存
候
、
草
々
以
上
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七

　
　
　
　

追
書

　
　

紀
州
加
納
諸
平
方
ヘ
御
文
通
、
其
左
右
御
伝
被
成
候
よ
し
、

　
　

同
人
事
ハ
旧
冬�
不
快
ニ
居
申
候
而
、
う
つ
し
心
も
な
き
よ
し
承
候
、
畢
竟
ハ

　
　

乱
心
と
聞
え
候
間
、
鰒
玉
六
編
な
と
の
挙
ハ
と
て
も
無
覚
束
段
、
同
藩

　
　

之
人
よ
り
承
候
、
左
候
へ
ハ
、
其
事
御
待
被
成
候
事
御
無
益
歟
と
奉
存
候
、

　
　

長
沢
鴨
川
集
ハ
初
篇
二
冊
出
来
、
最
早
発
行
ニ
近
く
相
成
候
と
承
候
、

　
　

夫
故
玉
詠
ハ
、
二
篇
之
料
と
思
召
可
被
下
候
、
其
内
返
答
承
可
申
上
候
、

﹇
第
三
消
息
（
嘉
永
元
年
十
月
廿
六
日
）﹈
一
六
・
一
×
二
二
五
・
九
糎

　
　
　
（
端
裏
書
）
鈴
木
様　

萩
原

本
月
朔
日
広
島
よ
り
之
華
翰
、
十
六
日
書
林

秋
太�
送
来
拝
見
仕
候
、
寒
冷
日
々
相
加
候
処
、
先
以
弥

御
安
適
被
為
在
、
珍
重
之
至
奉
存
候
、
随
而
小
生
、
無
異
義

消
光
仕
候
間
、
乍
憚
御
放
念
可
被
下
候
、
御
書
中
ニ
承
候
へ
は
、

当
時
広
島
辺
迄
も
、
御
教
示
ニ
御
遊
行
之
由
、
御
羨
敷

奉
存
候
、
野
生
抔
ハ
不
相
替�
忙
中
ニ
、
碌
々
と
し
て
籠
居
仕
、
扨
々

迷
惑
之
至
、
御
憐
察
可
被
下
候
、
さ
て
被
仰
下
候
義
、
夫
々
委
曲

承
知
仕
候
、
其
後
今
壱
封
、
三
田
尻
船
へ
出
し
置
申
候
、
定
而

相
達
し
可
申
と
奉
存
候
、
玉
石
集
之
義
、
委
細
承
知
仕
候
、

書
名
之
事
も
失
敬
申
上
、
恐
入
奉
存
候
、
是
又
御
発
行
之
上

氷
解
仕
候
ハ
ヽ
、
申
所
無
御
坐
候
、
哥
色
々
諸
方
へ
申
遣
候
へ
と
も
、

例
の
い
つ
れ
も
長
々
敷
事
ニ
而
、
少
し
も
さ
し
こ
し
不
申
候
、
何
分

御
発
行
之
上
ハ
、
早
速
相
集
り
可
申
と
奉
存
候
、
秋
元
安
民

哥
先
比
よ
り
、
さ
し
こ
し
居
申
候
、
今
便
さ
し
上
申
候
、
紀
州

長
沢
伴
雄
へ
之
御
伝
言
申
遣
し
候
、
且
か
の
か
も
川
集
は
、

初
篇
ハ
既
ニ
刻
し
居
申
候
、
近
日
発
行
可
仕
候
、
か
の
集
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
一
条
ハ
御
内
分
也

少
々
論
あ
る
哥
も
有
之
候
故
、
内
々
心
付
遣
し
た
る
事
も
御
坐
候
、

定
而
直
し
可
申
歟
、
夫
等
之
事
ニ
付
、
未
発
行
延
引
い
た
し

居
候
事
と
奉
存
候
、
出
来
次
第
早
そ
く
、
壱
部
さ
し
上
可
申
候
、

○
拙
著
之
書
名
、
果
而
難
し
候
人
御
坐
候
由
、
為
ニ
御
弁
解
も
被
下
候

と
の
事
、
辱
奉
多
謝
候
、
こ
れ
も
先
書
中
申
上
候
通
ニ
而
、
大
方

貴
慮
と
暗
合
仕
候
も
、
奇
ニ
御
坐
候
、
御
一
笑
可
被
下
候
、
何
分
追
々

願
下
り
候
ハ
ヽ
、
談
合
仕
候
而
相
改
申
度
候
、
○
諸
平
か
事

御
尋
被
下
、
御
書
中
ニ
而
初
而
承
候
事
故
、
彼
是
聞
合
候
処
、

成
程
古
蔭
と
申
者
、
参
り
込
居
候
よ
し
、
養
子
ニ
成
候
ほ
と
ハ

如
何
哉
と
申
候
故
、
長
沢
ニ
尋
遣
し
申
候
、
返
事
承
候
上
、
可
申
上
候
、

鰒
玉
六
編
と
申
も
の
ハ
、
右
古
蔭
校
合
し
て
出
し
候
と
か
申

事
ニ
候
、
さ
て
又
諸
平
短
尺
の
事
被
仰
下
、
承
知
仕
候
、

乍
去
、
兼
て
も
格
別
入�
ニ
も
不
仕
候
事
故
、
私
方
ニ
ハ
無
御
坐
候
、

快
気
さ
へ
仕
候
ハ
ヽ
、
何
ほ
と
も
も
ら
ひ
、
さ
し
上
可
申
候
へ
と
も
、

只
今
の
体
ニ
て
ハ
、
致
方
無
御
坐
候
、
其
内
猶
又
聞
合
可
申
候
、

○
御
辺
之
短
尺
、
沢
山
ニ
御
恵
投
被
下
、
忝
拝
納
仕
相
楽
申
候
、

猶
又
宜
奉
頼
候
、
私
方
よ
り
も
、
追
々
さ
し
上
可
申
候
、
但
し

瓦
礫
甚
多
く
、
金
玉
の
稀
な
る
ニ
ハ
困
り
入
申
候
、
○
河
本

公
輔
と
申
人
の
書
た
る
、
お
か
し
の
仮
字
考
御
坐
候
よ
し

未
見
之
書
ニ
御
坐
候
、
其
人
も
未
承
候
、
後
音
御
示
し
可
被
下
候
、

○
岩
見
嶋
、
果
し
て
い
は
ひ
島
ニ
候
由
、
彼
地
之
奇
境
な
る
事

御
示
し
被
下
、
忝
お
も
し
ろ
く
奉
感
候
、
蓬�
天
狗
石
、

は
ま
し
な
し
の
実
、
何
卒
追
々
頂
戴
奉
祈
候
、
○
近
藤

晋
一
郎
殿
事
被
仰
下
、
承
知
仕
候
、
か
の
哥
談
之
義
も
、

素�
承
知
仕
居
候
へ
と
も
、
兎
角
多
忙
ニ
而
、
寸
隙
無
御
坐
候
、



等
閑
ニ
打
過
居
申
候
、
追
々
さ
し
上
可
申
候
、
○
御
国
産

半
帋
之
事
被
仰
下
、
忝
奉
存
候
、
い
か
さ
ま
ニ
も
仰
之
通
、

却
而
此
地
之
安
き
事
も
、
可
有
之
候
、
大�
壱
帖
二
十
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
ハ
よ
き
分
也

ニ
而
、
三
分
二
三
厘
位
仕
候
、
多
く
買
候
ハ
ヽ
、
少
し
ハ
ま
け
可
申
歟
、

何
分
ニ
も
六
十
日
之
払
ニ
ハ
、
大
閉
口
仕
候
、
便
宜
之
義
も
御
坐
候
ハ
ヽ
、

御
一
考
被
下
度
候
、
同
し
く
ハ
大
半
帋
之
方
宜
し
く

御
坐
候
、
是
も
大�
三
分
二
三
厘
、
四
五
厘
位
の
事
ニ
御
坐
候
、

安
芸
の
御
用
紙
と
か
申
半
帋
、
近
来
ハ
世
間
ニ
一
向
少
く

御
坐
候
、
虫
の
早
く
喰
候
帋
な
か
ら
、
う
つ
し
も
の
ニ
ハ
妙
ニ
御
坐
候
、

も
し
御
手
続
ハ
有
之
間
敷
候
哉
、
是
ハ
少
し
斗
も
と
め

申
度
候
、
御
考
可
被
下
候
、
○
産
物
等
之
義
ニ
付
、
御
考
も

御
坐
候
よ
し
、
大
慶
仕
候
、
追
々
御
示
教
奉
希
候
、
と
か
く

加
様
之
事
ヲ
申
候
へ
ハ
、
世
間
不
通
之
学
者
ハ
山
師
の
様
ニ

申
、
迷
惑
仕
候
へ
と
も
、
治
国
之
基
本
た
る
活
業
の
道
に

疎
く
候
て
ハ
、
空
学
と
可
相
成
と
存
候
迄
ニ
、
人
し
れ
ぬ

愚
案
を
も
出
し
、
い
ら
ぬ
世
話
を
や
き
申
事
、
呉
々
御
憐
察

可
被
下
候
、
若
御
同
意
被
下
候
ハ
ヽ
、
実
ニ
可
為
本
懐
と
奉
存
候
、

○
集
会
之
随
筆
、
未
た
そ
れ
な
り
ニ
相
成
居
申
候
、
何
分

野
生
周
旋
不
仕
候
て
ハ
、
世
話
の
や
き
て
無
御
坐
、
当
惑
仕
候
、

い
つ
れ
ニ
も
、
近
々
相
企
可
申
候
間
、
呉
々
御
出
説
奉
希
候
、

嚶
々
筆
語
中
、
蘭
学
め
き
た
る
事
、
御
不
承
知
之
由
、

此
義
ハ
野
生
も
御
同
意
ニ
御
坐
候
、
中
ニ
ハ
色
々
嘴
を
容
度

条
も
御
坐
候
ニ
付
、
今
般
一
二
説
考
置
候
事
も
、
御
坐
候
へ
と
も
、

あ
ま
り
ニ
覿
面
ニ
、
拆
き
候
や
う
ニ
も
聞
え
可
申
哉
、
と
先
取
置
居
申
候
、

是
ハ
御
内
分
ニ
被
成
可
被
下
候
、
○
拙
著
之
書
、
追
々
さ
し
上

可
申
様
被
仰
下
、
承
知
仕
候
、
御
煩
労
之
至
、
返
々
奉
多
謝
候
、

○
広
嶋
末
田
氏
、
岡
田
氏
之
事
承
知
仕
候
、
追
々

書
通
も
可
仕
候
、
是
へ
も
、
か
の
西
海
名
所
之
事
御
頼

被
下
度
奉
頼
候
、
か
の
地
ニ
ハ
、
さ
し
た
る
知
己
無
御
坐
候
而
、

困
入
申
候
、
御
考
可
被
下
候
、
○
名
所
図
会
一
件
、
色
々

御
周
旋
被
下
、
実
以
辱
奉
存
候
、
何
分
ニ
も
宜
様
奉
頼
候
、

頃
日
中
よ
り
所
々
へ
懸
合
、
大
方
基
本
之
処
ハ
相
立
申
候
、

当
暮
よ
り
来
春
へ
か
け
、
備
前
、
備
中
、
淡
路
、
小
豆
島

辺
迄
つ�
り
候
上
、
夏
方
よ
り
夫
を
携
候
而
、
九
州
ま
て

罷
下
り
候
都
合
ニ
、
相
考
居
申
候
、
左
候
ハ
ヽ
、
参
上
仕
候
而
御
役
介
ニ

相
成
可
申
、
宜
御
引
廻
し
奉
頼
上
候
、
仮
令
ニ
存
立
た
る

事
な
か
ら
、
諸
国
の
か
け
引
、
諸
書
の
異
同
な
と
、
案
外
ニ

手
間
の
入
候
事
ニ
、
可
相
成
勢
ニ
而
、
困
り
果
申
候
へ
と
も
、
是
ニ
ハ
、

話
斗
之
手
段
も
御
坐
候
事
ニ
而
、
有
益
之
書
籍
類
を
も

調
度
つ
も
り
ニ
御
坐
候
間
、
今
更
止
ニ
も
相
成
か
た
く
御
坐
候
、

呉
々
御
助
力
奉
頼
上
候
、
且
是
ニ
付
、
真
珠
よ
り
内
々
御
深
切

之
事
共
、
承
た
る
次
第
も
御
坐
候
而
、
大
慶
仕
居
申
候
、
但
し
、

申
迄
ニ
ハ
無
御
坐
候
へ
と
も
、
無
名
之
所
な
と
ハ
、
御
捨
置
可
被
下
候
、

余
り
ニ
募
り
候
て
ハ
、
却
而
不
評
之
端
も
出
来
可
仕
哉
、
と

奉
存
候
、
此
段
乍
失
敬
、
御
含
置
可
被
下
申
上
候
、
○
千
座
事
、

御
高
察
之
通
ニ
御
坐
候
、
元
来
、
言
霊
と
か
申
事
し
た
る
人
ニ
而
、

仮
字
ち
か
ひ
も
、
て
に
を
は
も
構
ひ
不
申
候
、
不
思
議
ニ
存
候
へ
共
、

先
達
之
人
故
、
一
言
も
不
申
出
候
、
唯
酒
友
ニ
而
、
折
々
付
合
申

斗
ニ
御
坐
候
、
さ
し
上
候
短
尺
ニ
、
上
中
下
印
之
様
被
仰
下
、
汗
顔
仕
候
、

い
つ
れ
も
下
印
ニ
御
坐
候
、
惣
体
当
地
な
と
ニ
而
ハ
、
浮
薄
之
風
ニ
而
、

物
の
師
ニ
威
権
な
く
、
弟
子
の
方
へ
追
従
し
て
世
を
渡
る

体
故
、
哥
な
と
も
実
意
ニ
直
し
候
方
ハ
、
多
く
ハ
行
ハ
れ
ぬ

風
義
、
言
語
同
断
ニ
御
坐
候
、
夫
故
、
大�
ニ
や
り
は
な
し

置
可
申
様
、
節
々
人
よ
り
異
見
仕
候
故
、
近
来
は

大
方
面
倒
ニ
な
り
、
左
様
之
体
ニ
而
置
申
候
悪
風
俗
、
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実
ニ
恥
入
申
候
斗
ニ
御
坐
候
、
夫
故
社
中
ニ
ハ
、
文
章
一
段
も

か
け
候
様
之
者
ハ
、
一
人
も
無
御
坐
候
、
是
ニ
付
て
も
、
憤
慨
之

事
斗
ニ
御
坐
候
へ
と
も
、
只
今
の
勢
ニ
て
ハ
、
何
共
無
致
方
御
坐
候
、

今
少
し
話
斗
之
道
出
来
仕
候
ハ
ヽ
、
片
田
舎
へ
引
籠
り
、

さ
わ
か
し
き
事
を
聞
候
ハ
ぬ
方
ニ
仕
度
と
、
日
々
工
夫
仕

居
申
候
、
御
憐
察
可
被
下
候
、
○
西
田
直
養
へ
古
文
書
類

御�
渡�
之
よ
し
、
承
知
仕
候
、
明
後
日
ハ
、
尻
無
川
と
申
所
へ

（
カ
）

紅
葉
見
ニ
参
候
よ
し
、
さ
そ
ひ
申
候
間
、
出
会
可
仕
申�
緘�（カ）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
而
よ
ろ
こ
ひ
可
申
候
、

置
候
而
、
あ
と�
御
返
事
可
申
上
候
、
池
田
ニ
居
申
候
山
川

　
　
　

年
六
十
ニ
近
し

大
三
郎
正
宣
と
申
者
ハ
、
専
ら
左
様
之
事
斗
仕
候
人
ニ

御
坐
候
、
近
来
格
別
ニ
懇
意
ニ
申
参
り
申
候
、
此
男
へ
相
談
仕
、

追
々
貴
家
様�
も
奇
物
奇
書
、
御
こ
し
被
下
候
間
、
先

何
ニ
て
も
さ
し
上
可
申
様
談
し
候
処
、
即
別
帋
之
類

差
出
し
候
間
、
御
覧
御
留
置
可
被
下
候
、
法
隆
寺
仏
背
文

に
ハ
、
少
々
拙
案
認
さ
し
添
置
申
候
、
御
笑
覧
可
被
下
候
、

別
ニ
目�
や
う
の
物
も
、
さ
し
こ
し
候
間
、
御
望
ニ
候
ハ
ヽ
追
�々

拙
家
へ
取
寄
、
う
つ
し
さ
し
上
可
申
候
、
右
正
宣
事
ハ
、

哥
文
ハ
短
な
る
方
ニ
て
、
仮
字
も
て
に
ハ
も
違
ひ
た
る
事

あ
り
け
に
見
え
候
へ
と
も
、
穿
鑿
ハ
里
数
を
も
い
と
ハ
す
走
り

廻
り
候
故
、
野
拙
な
と
よ
り
ハ
勝
り
居
申
候
、
近
来
京
ニ
て

没
し
候
穂
井
田
縹
輔
忠
友
と
申
者
と
、
至
而
入�
ニ
仕
候
、

先
ハ
か
の
忠
友
か
小
店
之
様
ニ
見
え
申
候
、
家
業
ハ
酒
家
ニ
而
、

已
前
ハ
大
名
之
銀
主
な
と
致
し
た
る
豪
家
ニ
候
へ
と
も
、
近
来
ハ

逼
塞
い
た
し
居
り
申
候
、
乍
去
、
諸
蔵
屋
敷
な
と
へ
出
勤
候
ニ
、

一
月
ニ
二
三
度
も
大
坂
ヘ
出
申
候
、
豪
邁
な
る
老
人
に
て
、

人
の
言
ハ
、
大
抵
き
か
ぬ
か
た
ち
の
質
ニ
候
へ
と
も
、
申
す
こ
と
ニ
ハ
、

折
々
妙
な
る
事
御
坐
候
故
、
別
而
交
り
申
候
、
追
々
ハ
、
御
書
通
も

可
仕
候
、
右
之
御
つ
も
り
ニ
而
、
御
返
事
等
可
被
成
下
候
、
見
識
は
、

大
方
漢
学
見
か
と
見
え
申
候
、
夫
故
神
典
の
論
な
と
ハ
、

一
度
も
致
し
不
申
候
、
是
等
之
人
、
先
近
辺
ニ
て
の
古
物
家
ニ

御
坐
候
、
さ
て
御
厳
父
様
ニ
ハ
、
当
時
故
実
方
と
申
御
役

被
命
被
成
御
坐
候
由
、
き
ハ
め
て
妙
な
る
事
多
か
る
へ
く
と
、

奉
存
候
、
追
々
珍
物
拝
見
等
、
御
願
ひ
置
可
被
下
候
、
小
生
義
ハ
、

何
事
も
埒
明
不
申
候
内
、
故
実
学
と
古
器
物
類
ノ
中
ニ
も
、

不
案
内
之
事
斗
ニ
而
御
坐
候
故
、
追
々
御
尋
申
上
度

事
も
沢
山
ニ
御
坐
候
、
此
段
も
御
含
置
被
下
度
候
、
○
右
正
宣

著
述
、
薬
師
寺
仏
足
石
哥
の
解
と
申
も
の
御
坐
候
、
追
々

さ
し
送
ら
セ
可
申
候
、
○
右
正
宣�
来
候
手
帋
御
事
ニ

係
り
た
る
処
、
切
ぬ
き
さ
し
上
げ
置
申
候
、
文
勢
豪
邁
御
覧

可
被
下
候
、
玉
石
集
ニ
も
、
追
々
哥
さ
し
出
し
可
申
候
、

○
別
帋
被
仰
下
候
御
著
述
も
の�
事
、
承
知
仕
候
、
即

書
林
一
両
人
へ
相
咄
候
処
、
か
や
う
の
物
ハ
、
其
類
々
の

書
刻
し
居
申
書
林
へ
被
遣
候
へ
ハ
、
早
速
刻
し
可
申
と

申
居
申
候
、
何
分
ニ
も
草
稿
拝
見
不
仕
候
て
ハ
、
一
定
之
処
、

且
価
な
と
も
難
定
候
間
、
御
越
し
被
下
候
上
、
御
相
談
可
申
上
と

申
居
申
候
、
是
ハ
い
つ
れ
も
疑
ひ
深
き
も
の
ニ
て
、
草
稿
を
借
て

人
ニ
も
見
て
も
ら
ひ
、
な
と
い
た
し
候
上
な
ら
て
ハ
、
慥
な
る
返
事
も

仕
ら
ぬ
癖
ニ
御
坐
候
、
何
分
共
出
来
ニ
候
ヘ
ハ
、
拙
生
方
迄
御
登
し

可
被
下
候
、
其
上
ニ
て
懸
合
、
御
為
ニ
相
成
候
様
取
斗
ひ
可
申
候
、

△
俗
語
よ
り
雅
言
を
引
出
候
様
の
も
の
、
御
作
御
坐
候
由
、

是
ハ
一
定
、
書
林
の
悦
ひ
候
も
の
と
奉
存
候
、
詞
の
林
の
事
も

承
候
へ
と
も
、
是
ハ
仰
之
通
、
詞
も
少
く
候
上
、
猶
い
か�
し
き
事
共

も
見
え
候
へ
は
、
御
出
来
ニ
候
ハ
ヽ
、
御
越
可
被
成
候
、
い
つ
れ
も
ニ
而
刻

さ
せ
可
申
候
、
△
大
祓
訳
解
も
、
お
も
し
ろ
か
る
へ
く
と
奉
存
候
、

（
マ
マ
）



是
も
拝
見
之
上
、
書
林
へ
談
し
可
申
候
、
△
ふ
る
の
山
ふ
み
と

申
も
の
ハ
、
か
の
嶋
原
女
郎
屋
の
作
の
も
の
ニ
御
坐
候
哉
、
い
か
さ
ま
ニ
も
、

近
来
ハ
此
書
大
ニ
行
ハ
れ
、
此
辺
ニ
て
も
、
持
ぬ
も
の
ハ
な
き
位
の

事
ニ
御
坐
候
、
乍
去
、
愚
存
ニ
ハ
、
か
の
書
ハ
猶
害
あ
る
へ
き
も
の
と

相
考
申
候
、
其
故
ハ
、
類
語
ニ
万
葉
の
古
言
を
も
ま
し
へ
申

候
故
、
初
学
輩
な
と
例
の
、
な
く
声
ぬ
え
に
似
た
り
、
と
か
申

や
う
な
る
哥
を
よ
み
出
し
申
候
、
是
ハ
本
居
先
生
説
の
如
く
、

古
言
と
中
昔
言
と
ハ
、
清
く
わ
か
ち
申
た
き
事
ニ
御
坐
候
、

又
万
葉
と
八
代
集
と
を
作
例
に
挙
候
も
、
今
少
し
よ
か
ら
す
と

存
候
、
其
故
ハ
、
万
葉
ハ
申
に
も
不
及
、
八
代
集
の
哥
も
大
か
た
ハ
、

題
を
出
し
て
よ
ミ
た
る
ハ
少
く
、
題
あ
る
も
只
一
字
題
の
類
ニ

候
故
、
結
ひ
題
の
類
の
委
し
き
物
を
も
て
、
後
よ
り
逆
に

お
し
当
候
へ
ハ
、
傍
あ
た
り
て
、
傍
あ
た
ら
ぬ
も
の
ニ
成
申
候
、

初
学
輩
ハ
何
の
心
も
な
く
、
夫
を
本
と
し
て
よ
み
出
候
故
、
え
も

い
は
れ
ぬ
事
共
を
、
よ
み
出
申
候
、
惣
而
近
来
ハ
、
宗
匠
家
の
哥

に
も
傍
題
の
多
キ
ハ
、
全
く
是
等
の
書
に
よ
り
て
習
ひ
候
誤

と
相
考
申
候
、
是
又
本
居
先
生
説
の
こ
と
く
、
題
林
愚
抄
の
類
、

或
ハ
文
治
建
久
よ
り
後
、
結
題
を
む
ね
と
よ
み
た
る
哥
な
ら
て
ハ
、

此
難
の
な
き
ハ
あ
る
ま
し
く
と
相
考
候
へ
ハ
、
古
言
と
後
世
言
と
を
ハ

別
々
ニ
い
た
し
、
題
の
相
当
、
不
相
当
を
よ
く
考
へ
て
挙
た
き

も
の
と
、
相
考
申
候
、
さ
て
古
の
山
ふ
み
ニ
い
つ
る
題
な
き
故
ニ
、

別
ニ
御
作
も
御
坐
候
よ
し
、
是
又
上
木
の
事
ハ
、
た
や
す
く
呑
込
候

書
林
可
有
之
と
奉
存
候
ヘ
ハ
、
御
草
稿
御
越
し
被
下
候
へ
ハ
、
早
速

か
け
合
可
申
候
、
但
し
、
同
し
く
ハ
か
の
山
ふ
み
を
ハ
捨
て
、
別
に

御
撰
被
成
候
て
ハ
如
何
、
さ
ら
ハ
金
玉
の
書
出
来
仕
候
而
、
野
生

な
と
初
学
を
教
授
仕
候
ニ
、
大
ニ
く
つ
ろ
き
可
申
と
奉
存
候
、

貴
慮
如
何
御
坐
候
半
哉
、
御
示
し
可
被
下
候
、
小
生
も
頃
日
中

困
窮
仕
候
ニ
付
、
俄
ニ
初
学
も
の
を
つ
く
り
、
書
林
へ
売
渡
し
申
候
、

一
本
ハ
心
の�
た��
ね�
と
名
付
候
、
是
ハ
類
題
仮
字
つ
か
ひ
名
所
集

二 

冊

或
ハ
玉
あ
ら
れ
畧
注
、
哥
会
式
、
懐
帋
短
尺
の
認
様
、
又
紐
鏡

の
縮
図
解
、
八
ち
ま
た
四
種
話
の
図
、
同
目
録
字
注
な
と
や
う
の

事
を
集
め
、
は
し
め
よ
り
板
下
ニ
か
き
申
候
、
又
葉
山
の
し
を
り

と
申
も
の
一
冊
、
是
ハ
詞
書
の
書
や
う
を
、
音
信
慶
吊
の
事
ニ

直
ニ
用
ひ
ら
れ
候
様
ニ
、
論
定
し
た
る
物
ニ
御
坐
候
、
い
つ
れ
も
俗
書
、

沙
汰
之
限
ニ
御
坐
候
へ
と
も
、
か
や
う
の
物
な
ら
て
ハ
、
書
林
悦
ひ
不
申
候
故
、

廿
日
斗
之
間
ニ
卒
業
仕
候
、
追
々
御
高
覧
御
一
笑
可
被
下
候
、

八
ち
ま
た
ニ
論
あ
る
条
ハ
、
右
之
中
へ
書
入
申
候
故
、
別
ニ
ハ
不
申
上
候
、

猶
、
右
の
心
の
種
の
後
篇
を
こ
し
ら
へ
申
度
、
希
居
申
候
、

首
に
ハ
結
題
の
作
例
と
、
自
他
の
わ
か
ら
ぬ
題
を
釈
し
、
さ
て

詞
寄
と
よ
み
か
た
を
、
出
し
候
つ
も
り
ニ
御
坐
候
、
併
右
御
著
述

同
様
の
物
ニ
な
り
候
て
ハ
、
い
た
つ
ら
わ
さ
ニ
御
坐
候
間
、
何
卒

御
草
稿
拝
見
奉
希
上
候
、
別
ニ
古
言
訳
解
と
申
も
の
を
も
、

も
く
ろ
ミ
居
申
候
、
是
ハ
雅
語
訳
解
の
例
に
、
古
言
を
仕
候

つ
も
り
ニ
御
坐
候
、
是
も
俗
書
ニ
御
坐
候
、
△
先
日
承
候
さ
よ
し
く
れ

の
こ
と
き
も
の
、
御
撰
定
も
相
済
候
ハ
ヽ
、
御
上
梓
奉
頼
上
候
、
是
ハ
、

私
も
追
々
相
集
メ
申
度
事
と
、
存
居
申
候
間
、
何
分
ニ
も
御
上
梓

相
済
候
あ
と
ニ
而
、
又
々
た
め
置
可
申
候
、
さ
て
御
上
木
之
事

ニ
付
て
ハ
、
必
書
林
ニ
利
を
射
ら
れ
ぬ
様
、
御
用
心
肝
要
ニ
奉
存
候
、

大
祓
俗
訳
の
類
の
御
撰
ハ
、
大
方
板
下
ニ
御
し
た�
め
被
成
候
而
、

草
稿
を
書
林
ニ
御
売
渡
し
被
成
候
方
、
つ
ま
る
処
ハ
御
得
用
と

相
考
申
候
、
此
方
ニ
而
蔵
板
ニ
仕
候
て
も
、
さ
ま��
の
わ
つ
ら
ひ
御
坐
候
上
、

竟
ニ
ハ
賈
豎
の
姦
計
ニ
中
り
、
書
も
弘
ま
ら
す
、
刻
料
も

戻
ら
す
と
申
様
ニ
成
行
か
ち
ニ
御
坐
候
間
、
此
段
よ
く��
　
　

御
考
置
御
尤
ニ
奉
存
候
、
是
ハ
、
野
生
近
来
上
梓
の
事
ニ
、

ひ
た
と
か�
り
居
申
候
、
他
の
頼
ま
れ
物
な
と
さ
ま��
ニ
試
み

候
内
、
書
林
の
姦
計
大�
ハ
推
察
い
た
し
候
へ
と
も
、
未
全
く

関西大学所蔵�萩原広道の消息

一
○



図書館フォーラム第６号（２００１）

一
一

会
得
せ
ぬ
事
も
御
坐
候
而
、
甚
可
悪
可
畏
事
多
く
見
聞

い
た
し
候
故
、
御
心
得
の
た
め
申
上
置
候
、
惣
而
商
売
之
わ
さ
ハ
、

学
者
ニ
て
ハ
甚
わ
か
り
難
き
物
な
る
中
ニ
、
書
林
之
業
な
と
ハ
、

殊
ニ
素
人
ニ
知
れ
か
た
き
事
多
き
も
の
ニ
候
故
、
さ
ま��
な
る

姦
計
を
巧
ミ
出
し
申
候
、
さ
れ
と
も
、
官
ニ
も
其
事
ニ
委
し
き
人

な
き
故
、
是
又
大�
ニ
済
来
候
な
と
、
可
歎
事
ニ
御
坐
候
、
此
御
咄
ハ

拝
顔
之
節
、
微
細
ニ
可
申
上
候
、
中
々
書
中
ニ
ハ
難
認
御
坐
候
、

○
大
畑
真
珠
ハ
、
如
何
い
た
し
候
哉
、
此
節
ハ
帰
国
も
仕
候
哉
、

先
達
而
奉
頼
上
候
書
中
ニ
、
彼
人
身
上
の
事
を
あ
ま
り
ニ

議
論
い
た
し
、
跡
ニ
て
考
候
へ
ハ
、
腹
を
立
ね
ハ
よ
い
と
後
悔
仕
候
、

も
し
御
出
会
も
御
坐
候
ハ
ヽ
、
呉
々
御
謝
し
置
可
被
下
候
、
毎
々
か
様

之
事
ニ
出
過
候
而
、
後
悔
仕
候
事
不
絶
、
甚
以
汗
顔
之
至
ニ
御
坐
候
、

○
上
ニ
申
お
と
し
候
長
沢
伴
雄
へ
も
、
哥
出
候
様
ニ
と
申
遣
し
置
候
、

か
の
辺
の
哥
を
も
集
メ
可
差
出
、
左
候
ハ
ヽ
、
貴
国
之
御
近
辺
ニ
て
も
、

御
集
メ
可
被
下
と
申
置
候
間
、
追
々
か
も
川
集
へ
入
候
哥
を
も
、
御
近
辺

御
募
り
置
可
被
下
候
様
、
奉
頼
候
、

○
書
外
衝
口
難
尽
御
坐
候
へ
と
も
、
灯
下
之
急
書
不
能
委
曲
、

省
略
仕
候
、
尚
追
々
啓
上
可
仕
候
、
恐
惶
不
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
道
拝

　
　
　

十
月
廿
六
日

　
　
　

鈴
木
賢
契

　
　
　
　
　
　
　

玉
案
下

　
　

尚
々
、
時
気
折
角
御
自
愛
奉
祈
候
、
状
の
末
ニ
よ
み
哥
を

　
　

か
き
候
事
、
あ
ま
り
流
行
め
き
候
へ
と
も
、
腰
折
久
し
ふ
り
ニ
而

　
　

よ
み
出
候
故
、
奉
備
高
覧
候
、
宜
御
斧
正
奉
希
上
候
、

　
　
　
　
　
　

野
時
雨

　
　

吾
妹
子
に
笠
を
か
り
ち
の
小
野
な
れ
ハ　

ぬ
る�
も

　
　

よ
し
や
袖
の
し
く
れ
に　

是
ハ
袖
の
時
雨
に
ぬ
る�
も
よ
し
や
と
い
ふ
意
ニ
御
坐
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袖
の
し
ぐ
れ
熟
語
ゆ
ゑ
、
さ
ハ
聞
え
ま
し
く
や
、
い
つ
れ
歎
哥
ニ
御
坐
候
、（
朱
）

　
　
　
　
　
　

関
路
氷　
　
　

此
題
お
も
ひ
の
外
ニ
難
題
也
、
関
ハ
氷
る
へ
き
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ら
ね
ハ
也
、
是
ニ
て
ハ
猶
か
な
ひ
か
た
く
や
、

　
　

せ
き
山
の
あ
ら
し
を
寒
み
は
し
り
井
の　

名
さ
へ

　
　

ゆ
る
さ
す
こ
ほ
り
ゐ
に
け
り

　
　
　
　
　
　

疑
真
偽
恋

　
　

占
た
に
も
い
つ
は
り
お
ほ
き
世
中
ハ　

人
の
ま
こ
と
を

　
　

な
に�
た�
さ
ん

　
　
　
　
　
　

夢
見
恋

　
　

た
ま
し
ひ
に
身
を
し
ま
か
す
る
も
の
な
ら
ハ　

夢
の
人
め
ハ

　
　

い
と
ハ
さ
ら
ま
し　
　
　

こ
の
哥
ハ
聞
え
ぬ
ニ
ヤ
侍
ら
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
の
れ
さ
へ
わ
か
ら
ぬ
や
う
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
ハ
結
句
、
よ
き
す
そ
あ
ら
ま
し
と
せ
し
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

或
人
直
し
た
る
也
、
御
賢
考
可
下
候
、

　
　
　
　
　
　
�

　
　

夢
に
た
に
あ
ひ
ぬ
る
ま
て
は
見
え
ぬ
か
な　

あ
ハ
ぬ
を
つ
ね
の

　
　

こ�
ろ
な
ら
ひ
は　
　
　

此
末
の�
は�
も
し
を
、

○

�
に�
と
せ
よ
と
申
人
も
御
坐
候
へ
と
も
、

○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
に�
に
て
ハ
、
を
か
し
か
ら
す
と
て
、
争
ひ
て
止
申
候
、

○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
と
わ
ろ
く
候
哉
、
拙
案
ハ
、�
に�
と
申
て
ハ
俗
調

○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
へ
く
存
候
ハ
如
何
候
ハ
ん
、（
朱
）

　
　
　
　
　
　

落
葉
随
風

　
　

風
さ
そ
ふ
山
下
も
み
ち
ち
る
こ
と
の　

も
ろ
き
ハ
ふ
ゆ
の

　
　

ふ
か
き
な
り
け
り　
　
　

冬
ニ
て
ハ
あ
ま
り
ニ
侍
ら
ん
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

且
題
と
あ
ま
り
離
れ
て
や
候
わ
ん
、（
一
行
朱
）

　
　
　
　

さ
の
み
ハ
と
て
止
め
申
候
、
乍
御
面
倒
、
御
斧�
正�
奉
頼
候
、

（
朱
）

ヽ
ヽ
ヽ

（ヽ
朱
点
）

ひ
も
と
く（
朱
）


